
                         
 

 

アルパインとコニカミノルタ、⾞載⽤ 3D AR HUD に関する共同開発を開始 

 

2017 年 11 ⽉ 16 ⽇ 

アルパイン株式会社 

コニカミノルタ株式会社 

 

アルパイン株式会社（本社：東京都⼤⽥区、代表取締役社⻑：⽶⾕ 信彦、以下アルパイン）とコニカミノルタ株式会

社（本社：東京都千代⽥区、代表執⾏役社⻑ 兼 CEO：⼭名昌衛、以下コニカミノルタ）は、ヘッドアップディスプレイ

（HUD）において 3D AR(拡張現実)技術を応⽤し、⾞載⽤に適⽤していくことを⽬的とした共同開発を開始しました。

2017 年 1 ⽉、世界初*の技術としてコニカミノルタが開発発表した⾞載⽤ 3D AR HUD の技術を、より⾼性能化し、

2021 年度量産化を⽬指した技術を開発して参ります。 

 

＊シースルーのフロントガラス越しに、安全運転をサポートする為の多様な画像情報を、ピント位置が近距離から遠距離

までの奥⾏きを持った任意の位置に同時に重畳させて表⽰する技術。（コニカミノルタ調べ） 

 

近年、HUD は適⽤⾞種が増加し続けており、HMI(ヒューマンマシンインターフェイス)の主要な役割として、各種の道路情報や危険物の

表⽰など求められる機能が多岐に渡り、重要度が⾼まっています。3D AR 技術の活⽤により、センシングされた距離の異なる複数の対象物

（例えば歩⾏者や障害物など）の情報を、その各々の位置（遠近⽅向のピント位置）に同時に重ね、ずれが無く表⽰することが

できます。また、運転速度やドライバーの視線の変化に応じ、必要な情報を適切な距離に表⽰することができます。これ

らが実現することで⾼い安全性に繋がるのみでなく、ドライバーに安⼼を与え、よりやさしい運転環境を提供することが

可能となります。 

 

コニカミノルタの 3D AR 技術（光学・精密加⼯・機能材料・画像処理）とアルパインの⾞載向け製品開発、HMI 技術

を組み合わせることで、業界最⾼レベルの安全性・安⼼・利便性を提供できるプレミアムな 3D AR ヘッドアップディス

プレイの開発を推進していきます。 

 

【この件に関する問い合わせ先】 

アルパイン株式会社 広報・IR グループ 

E-mail: pr@apn.alpine.co.jp 

TEL:（03）5499-8111（代表） 

 

コニカミノルタ株式会社 広報グループ 

E-mail: press@konicaminolta.com 

TEL: (03) 6250-2100 


